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ここに2002年～2004年度に実施
された「授業をより良くするため
のアンケート」3回分の調査結果
をまとめて公表します。今回の調
査結果の公表は次の2点において
特徴があります。
一つは、本来ならば実施年度ご
とにその結果を公表すべきところ
でありますが、3年分の結果を1回
にまとめて分析・公表することに
より、アンケート方法や項目など
の基準に多少の変動があるとはい
え、3年間に亙る推移の結果を比
較し、その異同を同時に看取する
ことができるものとなっていると
いう点です。
今一つは、3年間の中でも最終
年にあたる2004年度の調査結果に
焦点を当てておりますが、2004年
度は大学の自己点検・評価の歴史

を画する特別な意義をもった年で
あり、その時に実施されたアンケ
ート結果であるということです。
2004（平成16）年4月1日施行の学
校教育法改正により、大学は自ら
の質保証のために、自己点検・評
価を行いその結果を公表すること
を法的に義務付けられ、あわせて、
文部科学省が認証した認証評価機
関（本学の場合は「大学基準協会」）
による評価（第三者評価）を7年
以内に一度は受け、その結果を公
表しなければならないことが明記
されたのであります。
これによって大学の評価活動
は、従来の法的拘束力をもたない
「相互評価」から、法定化された
第三者評価機関による「認証評価」
という法的義務を伴ったものへと
大きな転換をみるに到ったのであ

ります。
しかしこのような第三者による
評価への展開も、質・量ともに点
検・評価のレベル・アップを求め
られることは必須であるとして
も、大学が自らの質の保証と向上
を計るために、何処までも各大学
自身による自己点検・評価が基本
になるという点においては従来と
変わりないということをも確認し
ておく必要があります。言い換え
れば、第三者による「認証評価」
とは、各大学が自己改革のために
自主的に行う自己点検・評価の活
動・結果が、第三者の立場からみ
て妥当なものであるかどうかを評
価し認証するものであって、何処
までも基本は高等教育機関として
の各大学の主体的な自己点検・評
価活動に基づくものであり、その



ことなしには成り立たないという
認識が肝要なのであります。
この意味において、建学の理念、
教育・研究の目的・目標、学生の
受け入れ、財務・管理など多分野
多項目に亙る自己点検・評価活動
の中でも、「授業をより良くする
ためのアンケート」調査は今後ま
すます重要な位置づけを持つと言
うべきであります。したがって、
その調査結果も従前のように単に
個々の教員のレベルにおいて授業
の改善に資するのみに留まらず、
大学全体としてそれを分析・評価
して、そのことを通して明らかに
された大学の自己改革のための諸
課題に大学総体とし能動的に取り
組み、改善すべく不断の努力を続
けるために活用されるものでなけ
ればなりません。

このような展望に立つとき、
「授業をより良くするためのアン
ケート」調査は内実と実効性を伴
った一層有意義なものへと進展し
ていかなければなりません。そし
てそのためには、調査方法や項目
の立て方などの基準についても実
状をよりよく反映できるよう絶え
ざる点検がなされていかなければ
ならないのであります。
以上のような状況下で実施され
た2004年度の調査は、従前の基準
で行われましたが、今後は先に述
べる観点から種々の見直しが必要
となるでありましょう。その意味
で同様の内容で実施した2005年度
の「授業をより良くするためのア
ンケート」調査の結果も、今回と
は別途に出来るだけ早い時期に公
表するよう計画しております。

その上で、学生による授業評価
のアンケートとして、本学の教育
について全学的な視野から点検
し、課題の改善に向けて有効に機
能できるよう内容の見直しを行っ
た調査として継続してゆく予定で
ありますので、皆様のご理解を頂
きたくお願いいたします。
最後に、本アンケート調査にご
協力を頂きました教員各位と学生
の皆様に、結果公表が遅れました
ことを一言お詫び申し上げますと
ともに、皆様のご協力に対し心よ
りお礼申し上げます。

＊使用したソフトウエアの影響で、文字配列に一部乱れがあることをお詫びいたします。




























































